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「
隠
岐
を
愛
す
る
こ
こ
ろ
」
を
持
っ
た
「
隠
岐
び
と
」
の
育
成
、
新
た
な
視
点
と
意
欲
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
自
立
し
た
自
治
体
運
営
、
島
内
経
済
が
拡
大
す
る
地
域
社
会
の
実

現
、
こ
れ
ら
を
力
強
く
進
め
る
こ
と
が
町
の
責
務
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
二
年
目
を
迎
え
、
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
、
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
、
「
訪
れ
て

よ
か
っ
た
」
の
３
つ
の
「
よ
か
っ
た
が
響
く
ま
ち
」
を
基
本
方
針
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
の

対
話
重
視
の
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

来
年
度
の
重
点
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

◆
「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
」
子
ど
も
の
声
が
弾
む
ま
ち

○
子
育
て
支
援

　

妊
娠
出
産
へ
の
支
援
や
子
育
て
家
庭

へ
の
経
済
的
支
援
、
子
ど
も
同
士
や
親

子
が
地
域
の
中
で
交
流
で
き
る
環
境
整

備
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
計
画
的
な
公

園
整
備
や
公
衆
ト
イ
レ
整
備
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
育
児
休
業
や
子
ど
も
の
看

護
休
暇
な
ど
、
従
業
員
が
仕
事
と
家
庭

を
両
立
で
き
、
子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
所
を
後

押
し
し
て
い
き
ま
す
。

○
学
校
教
育

　

学
力
の
向
上
、
ふ
る
さ
と
教
育
、
安

心
安
全
な
教
育
施
設
、
質
の
高
い
教
育

環
境
な
ど
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
に

努
め
ま
す
。
特
に
、
複
式
教
育
の
充

実
、
全
小
中
学
校
へ
の
学
校
司
書
の
配

置
、
中
学
校
や
高
等
学
校
の
交
流
、
研

修
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
社
会
教
育

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
協
力

し
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
豊
か

で
健
や
か
な
心
身
を
育
む
体
制
の
充
実

と
、
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
、
次
世
代

を
担
う
人
材
の
育
成
と
地
域
活
動
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
文
化
財
保
護

　

貴
重
な
町
の
財
産
で
あ
る
文
化
財
を

適
切
に
保
護
し
、
次
世
代
に
継
承
す
る

と
と
も
に
、
積
極
的
な
公
開
・
活
用
に

努
め
ま
す
。

◆
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
若
者
・
女
性
が
、
高
齢
者
が
活
躍
す
る
ま
ち

○
人
口
対
策

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
制
度
や
住
宅
改

修
補
助
、
家
賃
補
助
な
ど
と
併
せ
、
受

け
入
れ
体
制
も
充
実
さ
せ
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
全
戸
に
Ｕ
タ
ー
ン
を
促

す
情
報
誌
を
配
布
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
意
識
啓
発
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

○
雇
用
対
策

　

「
新
規
学
卒
者
の
地
元
就
職
を
促
進

す
る
補
助
金
制
度
」
の
交
付
対
象
年
齢

を
29
歳
ま
で
引
き
上
げ
、
産
業
人
材
不

足
へ
の
対
応
と
併
せ
て
、
雇
用
機
会
の

拡
充
を
図
り
ま
す
。

○
商
工
業

　

商
工
会
に
地
域
振
興
推
進
員
を
配
置

し
、
町
内
事
業
所
の
横
連
携
強
化
や
情

報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り
、
「
店
舗
等

改
善
事
業
」
制
度
の
創
設
に
よ
る
店
舗

環
境
の
改
善
促
進
な
ど
、
経
済
界
全
体

の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

○
農
林
水
産
業
の
振
興

　

農
業
で
は
、
主
食
用
米
か
ら
高
収
益

作
物
へ
の
移
行
の
促
進
と
集
落
営
農
の

設
立
や
企
業
の
農
業
参
入
と
い
っ
た
担

い
手
の
組
織
化
を
図
る
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

林
業
で
は
、
高
性
能
機
械
の
導
入
や

木
材
生
産
体
制
の
効
率
化
を
進
め
な
が

ら
、
製
材
品
も
含
め
た
島
内
産
木
材
の

本
土
へ
の
出
荷
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
利
用
し
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
燃
料
の
安
定
生
産
と
供
給
施
設

の
拡
充
に
よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
地

域
循
環
型
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

畜
産
業
で
は
、
和
牛
繁
殖
経
営
の
低

コ
ス
ト
化
と
新
た
な
若
手
就
農
者
や
企

業
参
入
を
促
す
取
り
組
み
を
、
水
産
業

で
は
、
種
苗
放
流
事
業
な
ど
に
よ
る
磯

根
資
源
の
確
保
や
安
心
安
全
な
漁
港
施

設
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
保
健
・
医
療

　

島
根
県
や
隠
岐
広
域
連
合
と
の
連
携

に
よ
る
医
師
の
招
へ
い
、
大
学
な
ど
の

地
域
推
薦
入
学
制
度
を
活
用
し
た
看
護

師
な
ど
の
育
成
支
援
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の

働
き
か
け
に
よ
る
人
材
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。
保
健
事
業
で
は
、
主
に
が
ん

対
策
お
よ
び
生
活
習
慣
病
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

○
福
祉

　

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
自
立
し
た
日
常
生
活
や
社
会
参

加
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
や
利

用
者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
事
業
を
総

合
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
地

域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推
進
し
、

地
域
課
題
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
交

通
手
段
が
な
い
方
の
利
便
性
の
向
上
や

社
会
参
画
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
タ

ク
シ
ー
料
な
ど
の
助
成
を
試
行
し
ま

す
。

○
新
庁
舎
整
備

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
や
省
エ
ネ

に
も
配
慮
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
防
災

の
拠
点
と
し
て
、
平
成
31
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り

　

「
都
市
機
能
を
整
備
す
る
区
域
」
を

ゾ
ー
ニ
ン
グ
し
、
そ
の
中
で
西
郷
港
周

辺
は
島
の
玄
関
口
と
し
て
の
「
ま
ち
な

み
再
生
区
域
」
と
し
て
、
ま
ち
の
再
生

を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て
、
防
災
行
政

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
、
消
防
団
の

更
な
る
充
実
、
空
家
対
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
体
制
を
構
築
し
た
上
で
、
特

定
空
家
の
解
消
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

◆
「
訪
れ
て
よ
か
っ
た
」
思
い
出
を
持
ち
帰
れ
る
ま
ち

○
観
光

　

隠
岐
の
島
町
観
光
協
会
事
務
局
へ
の

人
材
の
派
遣
と
本
町
と
の
連
携
強
化
、

観
光
を
目
的
と
し
た
お
客
様
を
対
象
と

し
た
企
画
乗
船
券
発
行
な
ど
を
か
ら
め

た
事
業
の
展
開
、
運
賃
低
廉
化
の
助
成

対
象
拡
大
、
各
地
の
観
光
施
設
の
ト
イ

レ
洋
式
化
の
改
修
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
「
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
公

演
事
業
」
、
「
第
21
回
全
国
闘
牛
サ
ミ

ッ
ト
隠
岐
の
島
大
会
」
の
本
町
開
催
な

ど
、
隠
岐
の
歴
史
や
固
有
の
文
化
を
広

く
内
外
へ
広
報
し
、
新
た
な
誘
客
に
繋

げ
ま
す
。

　

建
設
予
定
の
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
中
核
・
拠
点
施
設
に
つ
い
て
は
、

近
隣
の
住
民
の
皆
さ
ま
や
関
係
団
体
な

ど
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
事
業
効
果

を
高
め
る
よ
う
的
確
に
進
め
ま
す
。

○
交
通
網
の
整
備

　

隠
岐
航
路
の
安
定
運
航
、
空
路
に
お

け
る
航
空
機
の
利
用
促
進
な
ど
、
快
適

で
利
便
性
の
高
い
交
通
網
整
備
に
努
め

ま
す
。

　

生
活
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
、
路
線

の
現
状
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
調
査
を
行
な

い
、
本
格
的
な
公
共
交
通
再
編
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

○
交
流

　

都
市
交
流
で
は
、
大
阪
府
豊
中
市
を

中
心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
を
通

し
た
市
民
間
の
交
流
を
推
進
し
、
さ
ら

に
中
京
圏
・
首
都
圏
に
お
い
て
も
相
互

交
流
を
図
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
で
は
、
国
際
交
流
員
に
よ

る
国
際
的
な
文
化
交
流
活
動
と
海
外
ジ

オ
パ
ー
ク
と
の
交
流
を
進
め
ま
す
。

平
成
30
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
来
月
発
行
の
5
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

『
「
よ
か
っ
た
。」
が
響
く
ま
ち
隠
岐
の
島
』

　
　
　
　
　
　
　

の
実
現
を
目
指
し
て

特集

―
―
―

平
成
30
年
度
施
政
方
針
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1 携帯電話回線による接続
フィルタリング

2 無線LAN回線による接続

フィルフィルフィル

フィルタリング

3 アプリによる接続

フィルフィルフィル

フィルタリング

普段の何気ない行動が…

男子中学生は、自分の写真や名前、学校
名をSNSの日記に載せてしまった。この
情報から個人が特定され、自宅への嫌が
らせの電話や、学校や家の回りで不審な
人を見かけるようになった。

そんなつもりじゃなかったのに
…

女子中学生は、SNSで知り合った男性モ
デルになりすました男に、裸の写真を要
求され、嫌われたくないため断り切れ
ず、自分の裸の画像を撮影し送信してし
まった。

スマホの利用によるトラブル事例
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グラフ 町内小・中学生の平日の
携帯電話やスマホの使用状況

友人間のやり取りのつもりでも会話の中の情報
で簡単に個人が特定され、非常に危険です。

相手を簡単に信用してはいけません。画像は一度流
出すると回収は困難で、子どもを一生苦しめます。

フィルタリング設定は十分ですか？
従来型の携帯電話は①に、スマートフォンは①～③に対応するフィルタリングが必要です！

家庭でのルールの例
□ 接続するサイトやダウンロードす
るアプリは保護者に確認する。

□ 下着姿や裸の写真は送らない。
□ 個人を特定される情報を書き込ま
ない。

□ 知らない人と電話やメール、メッ
セージの交換をしない。

□ 困ったことがあれば、必ず保護者
にすぐに相談する。

□ ルールを破った場合、１週間没収
する。

Interview

家族で十分に話し合い、情報機器と付き合っていきましょう

○
町
内
小
中
学
生
の
現
状

　

昨
年
12
月
に
県
教
育
委
員
会
が
実
施

し
た
「
平
成
29
年
度 

生
活
・
学
習
意

識
調
査
」
に
よ
る
と
、
町
内
の
小
学
3

年
生
か
ら
中
学
2
年
生
ま
で
の
平
日
の

携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
使
用
率

は
、
全
学
年
と
も
半
数
を
超
え
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
（
左
グ
ラ
フ
参

照
）
ま
た
、
1
日
に
1
時
間
以
上
使
用

す
る
と
い
う
子
ど
も
は
、
小
学
生
で
は

約
3
割
で
す
が
、
中
学
2
年
生
に
な
る

と
約
6
割
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
当

た
り
前
の
存
在
に
な
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
役
立
つ
情
報
が
た
く
さ

ん
あ
る
一
方
、
悪
影
響
を
及
ぼ
す
有
害

な
情
報
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
ま

た
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示

板
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
に
つ
い
て
も
利
用
方
法

を
誤
る
と
、
自
分
が
気
付
か
な
い
う
ち

に
見
知
ら
ぬ
人
に
個
人
情
報
を
知
ら
れ

て
し
ま
う
な
ど
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
全
国
の

子
ど
も
の
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
28
年
度
は
過
去
最
多
の

1
7
3
6
人
に
も
上
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
受
け
、
隠
岐
の
島

町
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
な
ど

の
夜
間
使
用
を
制
限
す
る
た
め
の
次
の

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
子
ど
も
を
守
る
た
め
家
庭

で
で
き
る
こ
と

　

危
険
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ネ
ッ
ト

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
遠
ざ
け
る
だ
け

で
は
、
解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
ネ
ッ
ト

の
危
険
性
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た

上
で
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
庭
で
の
取
り
組
み
で
子
ど
も
を
ト

ラ
ブ
ル
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
を
利
用
し

て
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
大
半
は
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設

定
を
し
て
い
な
い
携
帯
電
話
や
ス
マ

ホ
か
ら
サ
イ
ト
に
接
続
し
て
い
る
と

い
う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

　

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
サ
イ
ト
な
ど
へ

の
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
も
の
で
、

18
歳
未
満
の
未
成
年
が
、
出
会
い
系

や
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
、
暴
力
的
な
表
現

の
あ
る
サ
イ
ト
な
ど
を
閲
覧
で
き
な
い

よ
う
通
信
に
制
限
を
か
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
有
害
サ
イ
ト
な
ど
か
ら
子
ど

も
を
守
る
に
は
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ホ

に
有
害
情
報
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
を

行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

な
お
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
設
定

に
つ
い
て
は
、
携
帯
電
話
販
売
店
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を

　

保
護
者
と
子
ど
も
で
話
し
合
い
、

携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
利
用
に
つ
い

て
家
庭
内
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ

う
。
（
左
図
参
照
）

　

ル
ー
ル
作
り
は
保
護
者
の
一
方
的

な
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
そ
の

ル
ー
ル
が
必
要
な
の
か
子
ど
も
に
理

解
さ
せ
、
一
緒
に
決
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

普
段
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
。
そ
の
便

利
さ
の
裏
側
に
は
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
を
ネ
ッ
ト
犯
罪
・
被

害
か
ら
守
る
た
め
に
、
ま
ず
は
家
族
で

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

３
つ
の
約
束

●
保
護
者
が
午
後
9
時
以
降
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
預
か
る

●
ゲ
ー
ム
も
午
後
9
時
ま
で
に
す
る

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等

　

と
の
よ
り
良
い
付
き
合
い
方
を

学
校
や
家
庭
で
考
え
る
場
を
設

定
す
る

　小学校の授業では、タブレット端末の
導入やプログラミング教育の必修化な
ど、教育の情報化が進んでいます。その
目的の一つに、「論理的思考力を身に付
けること」があります。
　論理的思考力と聞くと、とても難しい
もののように感じますが、簡単に言え
ば、「筋道を立てて考える」、つまり
「相手を納得させる理由をしっかり考え
る」ということなのです。
　「スマホが欲しい」と子どもが訴えてき
たときに、「なぜ欲しいのか？」を質問し
てください。どのような目的でなんのため
に必要なのか、そのためにはどのような

手段が必要なのか子どもが自分自身の言
葉で理由を答えられる必要があります。
　そして、それは保護者も同じです。「ダ
メ」「危険」だけでは子どもは納得できま
せん。なぜダメなのか？何が危険なのか？
子どもが納得できるように説明する必要
があるのです。お互いに納得できるまで
理由をしっかり話し合い、「いる・いらな
い」の判断を下してほしいと思います。
　今後は情報機器（パソコン・スマホ
等）に触れずに生活することはできませ
ん。なんとなく「使う」ということでは
なく、自主的に目的を持って仲良く付き
合っていきましょう。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係

 

電
話
2-

8
5
7
2

特集

スマホと向き合う
小中学生にも浸透しているスマートフォン（以下スマホ）。手軽で便利
な反面、使い方を誤ると、生活リズムの乱れやいじめ、犯罪に巻
き込まれるなど、危険な一面もあります。今回は、子どもと保護者
がスマホとどのように向き合っていくべきか考えます。
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▲狙いを定めて弓を引く氏子総代

▲陳列された陶器を見る来場者。粘土を練る作業も表面を
削る作業も生徒さんにとっては大変です。

◀駒の動かし方を
教える村田智穂 
女流二段

▶子どもたちと対局を
する船江恒平六段

▶エネルギーに関する
パネル展示

◀賑わうフリーマー
ケット会場

◀化石の型を取り、
レプリカを作製す
る恐竜好きの子ど
もたち

▶恐竜の骨や貝などの
化石の展示

▲国立公園の課題や今後の施策展開につ
いてお話をする環境省自然環境局 亀澤
玲治局長

▲カニ汁の無料配布

▼油井の池の全景を眺
め、インストラクター
から植生について話を
聞く参加者

雪の中、豊作願い弓を射る
山田客祭風流

2月7日

エコで守ろう地球の未来
エコフェスタinおき

2月18日

　隠岐の島町まちづくり運動協議会による、環境問題
をテーマにした「エコフェスタinおき」が隠岐島文化
会館で開催されました。
　フリーマーケットやエネルギー問題に関するパネル
展示、ジオパークと国立公園について学ぶコーナーな
どがあり、来場者の皆さんは、ごみの減量やリサイク
ルについて理解を深めました。

藤井聡太六段のように強くなりたい
公民館将棋入門講座
　「将棋入門講座」が、隠岐島文化会館で開催され、
保育所から中学生までの児童約30名が参加しました。
　講師は、現役プロ棋士の船江恒平六段と村田智穂 女
流二段のお二人で、将棋の駒の動かし方から、指導対
局まで、子どもたちにもわかりやすい内容で指導して
いただきました。子どもたちは、「飛車と角の効果的
な使い方を教わり、勉強になった。」と感想を話しま
した。

ユネスコ世界ジオパーク再認定を記念して
講演会「国立公園とジオパークの連携」

2月25日

　隠岐ユネスコ世界ジオパークが再認定になったことを記念して、講演会
「国立公園とジオパークの連携～世界に向けて隠岐の魅力を発信～」が開
催され、約70名の方が聴講に訪れました。
　ジオパーク推進協議会事務局による、再認定審査の報告のあと、環境省
自然環境局の亀澤玲治局長による環境省が取り組んでいる「国立公園満喫
プロジェクト」の説明のほか、具体的な取り組み事例として、「緑のコン
ビナート」、「ハイブリッド蓄電池システム」の報告がなされ、参加者の
皆さんは、ジオパーク認定がゴールではなく、どう隠岐の活性化につなげ
るかが重要であるということを確認しました。

化石から地球の歴史を感じる
みてさわれる化石展

2月10日～

　隠岐自然館で、「みてさわれる化石展」が開催され
ました。国内外の化石の展示のほか、化石レプリカの
作成体験も行われました。
　レプリカ作り体験では、恐竜の歯などの化石をシリ
コンゴムで包み、型を取り、石膏を流し込んでレプリ
カを作りました。訪れた子どもたちは、さまざまな化
石を眺めながら、恐竜の住んでいた太古の地球に想像
をめぐらせていました。

春の訪れまであと少し
油井すいせん祭り

2月11日

　油井の池園地駐車場で、油井すいせん祭りが開
催されました。
　はっさく、海産物などの販売や軽食、油井の池
周辺の自然観察会が行われました。毎年この時期
の咲き誇る水仙も、今年は大雪に倒されていまし
たが、多数の方が買い物に訪れました。

働く喜びを味わう
隠岐養護学校「岐楽市」

2月17日

　隠岐養護学校高等部の生徒たちが、作業学習で作った製品
を販売する「岐楽市」が、サンテラス２階で開催されました。
　陶器、さをり織り、木工製品などの販売やパウンドケーキ
と飲み物を出す喫茶コーナー、木を使って昆虫を作る体験な
どが設けられ、生徒たちは「買っていただく」ことで、自分
の仕事を評価されたことに満足した様子でした。

2月24日

「隠岐の島町の今」を伝える投稿記事を大募集!
　『広報隠岐の島』では、皆さまからの投稿記事を募集します。
　「うちの地域（団体）では、こんな取り組みをしている」といった活動写真などをお寄せください。この「カメラリポート」内で、
みなさんが撮影した写真を通じて、まちの様子を紹介します。
○応募方法
　次の掲載内容と連絡先を明記の上、封書、持参または電子メールで役場広報広聴係まで提出お願いします。なお、被写
体の掲載許可は、投稿者で取っていただきますようお願いします。
■投稿、お問い合わせ先　役場総務課広報広聴係
　　　電話：２－８５７２　　メールアドレス：jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

　記録的な大雪に見舞われた2月の初午の日、山田地区の山
田神社で山田客祭風流が行われました。
　まず、本殿内での祭典、次いで境内の丘の上にある神木前
で祭典が行われました。
　祭典の後は、境内で弓の神事となり、今年の豊作を祈願
し、烏鼠の的に向かって矢が放たれました。矢が的に命中す
ると、どっと歓声があがりました。

はつうま



Okinoshima9 Okinoshima 8

隠岐の島町図書館
電話08512-2-2341 Fax08512-2-9198
●開館時間10時～18時 ●休館日（月曜日・第3日曜日）
※祝日が月曜と重なった場合は開館し、翌平日は休館

展示「後醍醐天皇 隠岐御遷幸写真展」

インターネットの利用時間について
　4月から図書館のインターネット利用時間を
1日1回1時間に延長します。ご利用しやすく
なりますのでぜひご来館ください。

蔵書点検結果報告
　2月に行った蔵書点検の結果、平成29年度に
所在不明となった資料は、15点でした。
　内訳は、一般図書9冊、児童図書3冊、視聴覚
資料3点です。
　万が一、貸し出し手続きを忘れて持って帰っ
てしまった本がありましたら、図書館までお返
しください
　点検期間中にはボランティアの方々にご協力
いただき、棚と本の清掃を行いました。ありが
とうございました。

4月の休館日のお知らせ
　4月の休館日は、2日（月）、9日（月）、15日
（日）、16日（月）、23日（月）です。ご利用の
際は、お気をつけください。

　今年は後醍醐天皇の即位から700年。京都か
ら隠岐に辿り着くまでの後醍醐天皇の足跡を追
って、中本文夫さん（町内在住）が撮影された
写真を展示します。
　期間：4月1日（日）～5月31日（木）
　場所：図書館　展示コーナー

子ども読書の日スペシャルの開催について
　4月23日の「子ども読書の日」にちなみ、お
はなし会を開催します。絵本の読み聞かせや、
工作など、一緒に楽しみましょう！
　日時：4月21日（土）午後3時～
　対象：幼児・児童
　場所：図書館　研修室

第第第
８８
回回「「
竹竹竹
島島
・
北北
方方
領領
土土土
問問
題
をを
考考
えええ
るるる
」」

第第第
８８
回回「「
竹竹
島島
・
北北
方方
領領
土土
問問
題
をを
考考
えええ
るる
」」

中中
学学
生生
作作作
文文文
ココ
ンン
クク
ー
ルル

中中
学学
生生
作作
文文文
ココ
ンン
クク
ー
ルルル

第
８
回「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

第
8
回
「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を
考

え
る
」
中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

が
、
2
月
2
日
に
島
根
県
庁
知
事
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
島
根
県
の
中
学

生
が
竹
島
や
北
方
四
島
の
歴
史
と
現
実
に

関
心
を
持
ち
、
そ
こ
に
存
在
す
る
領
土
問

題
を
正
し
く
理
解
し
、
竹
島
・
北
方
領
土

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
県
内
中
学
校
21
校
よ
り

１
，
0
7
5
点
の
応
募
が
あ
り
、
本
町
か

ら
は
6
名
の
作
品
が
、
次
の
と
お
り
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
「　

」
内
は
題
名

■
県
民
会
議
会
長
賞

　

松
山 

美
悠
さ
ん
（
西
郷
南
中
・
3
年
）

「
曾
祖
父
の
竹
島
」

■
隠
岐
の
島
町
長
賞

　

金
田 

陸
磨
さ
ん
（
西
郷
中
・
3
年
）

「
平
和
的
解
決
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
」

■
教
育
者
会
議
会
長
賞

　

脇
田 

茉
奈
さ
ん
（
西
郷
中
・
2
年
）

「
理
解
し
合
う
」

■
入
選

　

瀧
川 

弥
聖
さ
ん
（
西
郷
中
・
3
年
）

「
違
う
視
点
か
ら
」

　

中
村 

優
葉
さ
ん
（
西
郷
中
・
3
年
）

「
相
手
へ
の
理
解
か
ら
平
和
的
解
決
へ
」

　

永
海 

知
夏
さ
ん
（
西
郷
南
中
・
3
年
）

「
こ
れ
か
ら
の
竹
島
問
題
」

「
竹
島
・
北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
」

中
学
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で
の
記

念
撮
影
（
向
か
っ
て
一
番
左
が
脇
田
さ

ん
、
２
人
目
が
金
田
さ
ん
、
右
か
ら
３
人

目
が
松
山
さ
ん
）

ホープス男子の決勝戦

熱戦を繰り広げる出場選手たち

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局　
　

　
　
　

電
話
2-
2
2
0
6
（
代
表
）

　

2
月
4
日
、
第
25
回
目
と
な
る
島
後
少

年
少
女
卓
球
大
会
（
主
催
：
島
後
少
年
少

女
卓
球
大
会
実
行
委
員
会
）
が
、
隠
岐
の

島
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
0
0
名
を
超
え
る
選
手
が
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
寒
さ
を
吹
き

飛
ば
す
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
団
体
戦
の
部

　
　
　

西
郷
小
学
校
Ｂ　

チ
ー
ム

○
ホ
ー
プ
ス
男
子

　
　
　

秋
山　

凜
太
郎
（
西
郷
小
）

○
ホ
ー
プ
ス
女
子

　
　
　

濱
田　

莉
子　

（
西
郷
小
）

○
カ
ブ
男
子

　
　
　

佐
藤　

野
喜　

（
都
万
小
）

○
カ
ブ
女
子

　
　
　

大
田　

望
央
里
（
西
郷
小
）

○
バ
ン
ビ
男
子

　
　
　

松
崎　

優
樹　

（
西
郷
小
）

○
バ
ン
ビ
女
子

　
　
　

春
木　

絢
音　

（
西
郷
小
）

各
大
会
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
40
回
隠
岐
の
島
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
手
権
大
会
（
１
月
28
日
開
催
）

○
男
子
の
部

　
　
　

Ｗ
ｅ
ｓ
ｔ　

チ
ー
ム

ホ
ー
プ
ス 
＝ 
小
学
6
年
生
以
下

カ　
　

ブ 
＝ 
小
学
4
年
生
以
下

バ 

ン 

ビ 
＝ 

小
学
2
年
生
以
下

第
41
回
隠
岐
の
島
町
卓
球
選
手
権

大
会
（
2
月
11
日
開
催
）

【
団
体
戦
】

　

○
男
子
の
部

　
　
　

西
郷
Ａ　

チ
ー
ム

　

○
女
子
の
部

　
　
　

隠
岐
高
校　

チ
ー
ム

【
個
人
戦
】

　

○
男
子
一
般
の
部

　
　
　

高
瀬　

賢　
　

（
西
郷
体
協
）

　

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
　
　

佐
々
木
勝
彦
・
田
中
駿
平
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
都
万
体
協
）

　

○
男
子
シ
ニ
ア
の
部

　
　
　

水
野　

正
明　

（
東
郷
体
協
）

　

○
男
子
マ
ス
タ
ー
の
部

　
　
　

濱
田　

日
出
夫
（
中
条
体
協
）

　

○
女
子
一
般
の
部

　
　
　

山
木　

望
恵　

（
隠
岐
高
校
）

　

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部

　
　
　

濱
中
香
織
・
田
下
豊
子
ペ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
西
郷
体
協
）

　

○
女
子
シ
ニ
ア
の
部

　
　
　

小
田　

冨
久
子
（
西
郷
体
協
）

　

出
雲
市
の
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

で
、
企
画
展
「
隠
岐
の
黒
曜
石
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

　

隠
岐
は
、
中
国
四
国
地
方
で
唯
一
の
黒

曜
石
原
産
地
で
あ
り
、
そ
の
利
用
の
歴
史

は
３
万
年
以
上
前
に
遡
り
ま
す
。
今
回
の

企
画
展
で
は
、
数
万
年
に
わ
た
り
人
々
を

魅
了
し
続
け
た
隠
岐
の
黒
曜
石
の
魅
力
と

歴
史
が
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　

隠
岐
の
黒
曜
石
に
つ
い
て
よ
り
深
く

知
る
良
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

●
期
間

　

3
月
23
日
（
金
）
〜
5
月
16
日
（
水
）

●
場
所

　

出
雲
市
大
社
町
杵
築
東
99-

4

　

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館

※
常
設
展
・
企
画
展
の
観
覧
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-

2
1
2
6

第
25
回
島
後
少
年
少
女

　
　
　
　

卓
球
大
会
の
開
催

隠
岐
の
島
町
体
育
協
会

　
　

主
催
大
会
優
勝
者
一
覧

古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
企
画
展

「
隠
岐
の
黒
曜
石
」
に
つ
い
て
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Part
10
Part
10

健
康
づ
く
り
通
信

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
と

　

 

睡
眠
の
重
要
性
に
つ
い
て

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
6
2

　

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
実
態
の

把
握
や
食
育
の
推
進
、
小
児
期
か
ら
の
生

活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
生
活
習
慣
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
度
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
保
育
所
・
認

定
こ
ど
も
園
の
４
歳
児
、
小
学
５
年
生
、

中
学
２
年
生
、
高
校
2
年
生
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
度
の
睡
眠
に
関
す

る
結
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
睡
眠
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　

就
寝
時
刻
を
年
齢
別
に
見
て
み
る
と
、

幼
児
、
小
学
生
の
約
６
割
が
夜
10
時
ま
で

に
就
寝
し
て
い
ま
す
が
、
中
学
生
に
な
る
と

11
時
以
降
、
高
校
生
に
な
る
と
12
時
以
降

に
就
寝
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
下
グ
ラ
フ
参
照
）

■
な
ぜ
睡
眠
が
大
切
な
の
か

①
「
寝
る
子
は
育
つ
」
は
本
当
で
す

　

子
ど
も
は
、
睡
眠
中
に
出
る
さ
ま
ざ
ま

な
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
で
、
骨
や
筋
肉
を
育

て
た
り
、
頭
の
働
き
を
よ
く
し
た
り
、
集

中
力
・
や
る
気
・
学
習
力
を
高
め
た
り

と
、
心
も
体
も
成
長
さ
せ
て
い
ま
す
。

②
「
ど
の
よ
う
に
寝
る
か
」
も
大
切

　

ぐ
っ
す
り
と
深
く
眠
っ
て
い
る
時
に
大

事
な
ホ
ル
モ
ン
が
た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
ま

す
。
寝
る
時
刻
や
睡
眠
時
間
も
大
切
で
、

遅
く
寝
る
ほ
ど
、
睡
眠
時
間
が
短
い
ほ
ど

ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
は
減
少
し
ま
す
。

　

ま
た
、
明
る
い
所
で
寝
る
と
ホ
ル
モ
ン

分
泌
量
が
減
少
す
る
の
で
、
暗
い
所
で
寝

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

・
攻
撃
的
に
な
る

・
注
意
・
集
中
力
が
散
漫
に
な
る

・
や
る
気
が
出
な
い

・
疲
れ
や
す
く
な
る

・
落
ち
着
き
が
な
く
な
る

・
気
持
ち
が
落
ち
込
む
、
心
配
が
増
え
る

・
食
欲
不
振
、
胃
腸
の
調
子
が
悪
く
な
る

・
肥
満

　

な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

年
齢
が
す
す
む
と
、
さ
ら
に
学
力
の
低

下
や
感
情
抑
制
が
困
難
に
な
る
と
い
っ
た

影
響
が
出
て
き
ま
す
。

②
食
生
活
や
活
動
量
な
ど
、
他
の
生
活
習

　

慣
へ
の
影
響

　

就
寝
時
刻
の
遅
れ
が
、
起
床
時
刻
の
遅

れ
や
朝
食
の
欠
食
を
引
き
起
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
朝
食
の
欠
食
は
、
肥

満
や
そ
の
他
の
不
適
切
な
生
活
習
慣
に
も

関
連
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
継
続
性
を
見
る
と
、
幼
児

期
の
睡
眠
リ
ズ
ム
や
食
、
運
動
習
慣
が
小

学
生
時
も
同
じ
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

早
め
の
適
切
な
習
慣
づ
け
が
大
切
だ
と
言

え
ま
す
。

③
成
人
期
の
健
康
へ
の
影
響

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
睡
眠
不
足
が
、
成

人
期
に
お
い
て
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

短
時
間
睡
眠
や
睡
眠
障
害
は
、
う
つ
病

や
肥
満
、
高
血
圧
、
心
臓
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
の
発
症
に
関
連
し
て
き
ま
す
。

■
よ
り
良
い
睡
眠
を
と
る
た
め
に
は

　

よ
り
良
い
睡
眠
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
起
き
る
時
に
朝
日
を
浴
び
る

・
１
日
３
度
の
規
則
的
な
食
事
を

・
日
中
の
活
動
を
し
っ
か
り
と

・
規
則
的
な
排
便
を
（
ト
イ
レ
に
座
る

　

時
間
を
ま
ず
持
ち
ま
し
ょ
う
）

・
寝
る
時
は
、
暗
く
、
静
か
な
環
境
で

・
メ
デ
ィ
ア
機
器
（
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
）
の
使
用
の

　

取
り
決
め

★
遅
寝
早
起
き
で
は
、
睡
眠
不
足
に
な

り
ま
す
。
夜
更
か
し
し
な
い
こ
と
が
な

に
よ
り
大
切
で
す
。

■
子
ど
も
の
睡
眠
確
保
は
大
人
の
役
目

　

子
ど
も
の
頃
は
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

が
形
成
さ
れ
る
大
切
な
時
期
。
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　

大
人
自
身
の
生
活
習
慣
や
そ
れ
に
対
す

る
意
識
が
、
自
分
だ
け
で
な
く
子
ど
も
に

も
影
響
し
ま
す
。
子
ど
も
は
大
人
の
鏡
で

す
。
家
族
み
ん
な
の
健
康
と
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
健
康
を
守
る
た
め
、
も
う
一

度
、
今
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
、

「
よ
り
よ
い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
か
」
を
、
家
庭
で
話
題
に

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
睡
眠
時
間
は
、
子
ど
も
の
健
康
や
日
中

　

の
活
動
全
て
に
影
響
を
与
え
ま
す

①
発
育
・
発
達
へ
の
影
響

　

量
や
質
が
不
十
分
な
睡
眠
で
、

8：30前 8：30～8：59 9：00～9：29

10：00～10：29 10：30～10：59 11：00～11：59 12：00以降

9：30～9：59

高2

中2

小2

4歳児

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

年齢別就寝時刻の割合

健康保険料率

現行 変更後

10.10％ 10.13％

1.65％ 1.57％介護保険料率

　

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）

は
、
主
に
中
小
企
業
で
働
く
方
や
そ
の
ご

家
族
が
加
入
さ
れ
て
い
る
健
健
康
保
険
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す

　

こ
の
た
び
、
協
会
け
ん
ぽ
島
根
支
部
の

平
成
30
年
度
の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介

護
保
険
料
率
が
下
表
の
通
り
変
更
と
な
り

ま
す
。

●
変
更
時
期

　

3
月
分
（
4
月
納
付
分
）
か
ら

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
4
月
分

（
4
月
納
付
分
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

ののの
保保保
険険険
料料料
率率率
ががが
変変変
わわわ
りり
ままま
すすす

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

の
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
に

つつつ
いいい
ててて

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て

　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
癒
し
や
生

き
が
い
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で

す
。
そ
の
一
方
で
、
ペ
ッ
ト
は
飼
い
方
を

誤
れ
ば
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
元
に
も
な

り
ま
す
。

　

愛
犬
や
愛
猫
が
不
幸
な
立
場
に
陥
ら
な

い
よ
う
に
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て
正

し
い
飼
育
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

猫
の
飼
い
方

●
屋
内
飼
育
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

病
気
や
不
慮
の
事
故
な
ど
を
防
止
し
、

猫
の
健
康
と
安
全
を
守
る
た
め
に
屋
内
飼

育
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

外
に
出
し
て
い
る
と
飼
主
の
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
で
フ
ン
や
尿
を
し
た
り
、
家

や
木
を
引
っ
か
い
た
り
し
て
周
辺
に
迷
惑

を
か
け
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
安
易
な
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

の
ら
猫
へ
餌
や
り
を
す
る
こ
と
で
周
辺

が
猫
の
た
ま
り
場
と
な
り
、
フ
ン
な
ど
で

地
域
の
衛
生
が
損
な
わ
れ
ま
す
。
健
康
管

理
の
さ
れ
て
い
な
い
猫
が
集
ま
る
こ
と
で

病
気
が
蔓
延
す
る
と
、
飼
っ
て
い
る
猫
に

も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
餌
を
与
え
続
け
て
い
る
人
は
、

所
有
者
と
し
て
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

犬
の
飼
い
方

●
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い

　

放
し
飼
い
は
、
犬
が
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ

る
恐
れ
の
あ
る
危
険
な
行
為
で
す
。
散
歩

は
、
絶
対
に
飼
い
主
が
リ
ー
ド
を
持
っ
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
犬
の
フ
ン
は
処
分
し
て
く
だ
さ
い

　

散
歩
な
ど
で
出
た
フ
ン
は
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
に
道
具
を
使
っ
て
回
収
し
、
自
宅

に
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
は
最
期
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼

育
を
し
ま
し
ょ
う

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
全
て
の
方
に
考
え
て
い

た
だ
き
た
い
こ
と
で
す
が
、
動
物
に
も
か

け
が
え
の
な
い
命
が
あ
り
ま
す
。

　

管
理
を
で
き
な
い
数
ま
で
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
去
勢
、
不
妊
手
術
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
周
辺
住
民

の
方
へ
の
配
慮
を
心
が
け
て
飼
育
を
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

全
国
健
康
保
険
協
会
島
根
支
部

　

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

　
　

電
話
０
８
５
２-

５
９-

５
１
４
０

　

協
会
け
ん
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kyoukaikenpo.or.jp/

　

shibu/shim
ane/

※健康保険料率は、都道府県ごとに設定されています。
※介護保険料率は、全国一律となります。
※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険
料率が加わります。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

電
話
2-

8
5
6
5
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４月は出会いと別れの季節? ポーランドでは違います

 あちこちに花が咲き始める時期となりますが、
皆さまお元気でしょうか。
　学校では新たな学年、職場では新年度の始ま
りとなる４月は、日本人の感覚では新しい出会
いと別れにより生活が大きく変わる時期だと聞
いています。
　それに対して、ポーランド人の４月の感覚は
どうでしょうか？同じではありませんね。
　今回は、その感覚の違いについて話したいと
思います。
　ポーランドでは、新しい学年は秋に始まり、
職場の事情も異なるため、３月に異動の命令が
来るという考え方がありません。そのため、ポ
ーランド人は、日本のドラマに登場する、満開
の桜の下で新生活に向け希望あふれる主人公の
気持ちがよく理解できないと思います。
　また、天気も異なっています。ポーランドで
は、４月になり、昨日は春らしい晴れだったけ
ど、次の日にまた雪が降り始めることは、珍しく
ありません。ポーランド語で４月は「kwiecień」
（クフィエチェニッ）と言い、花が咲いている様
子を思わせるような言葉ですが、突然の天気の変
化もあるので、私は満開の花の景色ではなく、冬
を乗り越えるように頑張っている春のイメージが
あります。
 そして、４月と言えば、やはり「イースター」

ではないかと思います。年によって日付が異な
り、時々３月末にすることもありますが、普段
は４月に行っています。「復活祭」とも呼ばれ
ているイースターは、日本であまり知られてい
ませんが、キリスト教の信者にとっては、実は
クリスマスよりも重要な祝日です。一言で言う
と、イースターは、イエスキリストの死去と復
活の記念日として祝った日です。そのため、命
のシンボルである卵が、イースターの主食とな
ります。その時に食べられる卵は、殻に色が塗
ってあったりして、きれいに飾られたもので、
イースターエッグと呼ばれます。
　皆さまはこのような習慣について聞いたこと
がありましたでしょうか。
　これが、ポーランド人の私にとっての４月で
す。そして、皆さまがこの記事を読むころに
は、社会人として、日本で初めての４月を迎え
ていますから、私の今までの４月の感覚が変わ
ってくるのでしょうか。

国際交流員
ラチンスカ・イザベラ波蘭新聞

ポーランド

Part 3

おじぎの練習をする内定者

イースターエッグ

齋藤昭一氏（岬町）所蔵の
「契約書」

齋藤昭一氏（岬町）所蔵の「計算書」

江崎領土問題担当大臣（右）へ要望内容を説明する
池田町長

（
金
六
円　

県
税　

五
箇
村
役
場
）

と
書
か
れ
て
い
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　
　

  

電
話
2-

2
1
1
1

ト
ピ
ッ
ク
ス
１

竹
島
に
関
す
る
政
府
要
望
活
動

　

１
月
31
日
、
竹
島
領
土
権
確
立
隠
岐

期
成
同
盟
会
に
よ
る
政
府
要
望
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
2

竹
島
に
関
す
る
新
史
料
に
つ
い
て

　

町
が
実
施
し
て
い
る
竹
島
に
関
す
る

調
査
で
、
次
の
と
お
り
新
史
料
の
発
見

が
あ
り
ま
し
た
。

○
史
料
名
…
「
計
算
書
」

○
資
料
作
成
年
…
昭
和
14
年
（
推
定
）

○
所
蔵
者
…
齋
藤
昭
一
氏
（
岬
町
）

　

こ
の
史
料
は
、
昭
和
14
年
の
竹
島
に

お
け
る
ア
シ
カ
漁
に
関
係
す
る
支
出
状

況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
島
根
県
土
木
管
区
に
支
払
わ
れ
た

「
ラ
ン
コ
使
用
料
」
4
円
70
銭
は
、
官

有
地
で
あ
る
竹
島
の
使
用
料
で
、
五
箇

村
役
場
に
支
払
わ
れ
た
「
県
税
」
6
円

と
「
県
税
附
加
税
」
5
円
34
銭
は
、
当
時

の
法
律
や
条
例
に
基
づ
く
ア
シ
カ
漁
に
対

す
る
課
税
で
す
。
い
ず
れ
も
竹
島
に
対
す

る
行
政
権
の
行
使
を
意
味
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス
3

第
13
回
「
竹
島
の
日
」
記
念
式
典

　

2
月
22
日
、
松
江
市
の
島
根
県
民
会

館
に
お
い
て
、
島
根
県
、
島
根
県
議

会
、
竹
島
・
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

島
根
県
民
会
議
主
催
の
「
竹
島
の
日
」

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
の
第
1
回
か
ら
数
え
て
13

回
目
を
迎
え
る
本
年
の
式
典
で
は
、
政

府
か
ら
山
下
雄
平
内
閣
府
大
臣
政
務
官

を
は
じ
め
、
与
野
党
の
国
会
議
員
が
出

席
さ
れ
、
竹
島
問
題
解
決
へ
の
意
欲
が

示
さ
れ
た
ほ
か
、
竹
島
問
題
研
究
の
た

め
に
協
力
、
尽
力
さ
れ
た
方
々
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
町
か
ら
は
次
の
方
々
へ
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

○
木
瀬
一
郎　

様
（
港
町
地
区
在
住
）

（
中
井
養
三
郎
氏
の
足
跡
に
関
す
る
各

種
証
言
な
ど
）

○
松
浦
梅
春　

様
（
港
町
地
区
在
住
）

（
竹
島
漁
業
組
合
の
印
章
に
関
す
る
資

料
提
供
な
ど
）

　

式
典
に
先
立
ち
、
午
前
10
時
30
分
か

ら
『
竹
島
問
題
を
語
る
国
民
交
流
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
関
係
団
体
と
『
日
本
の

領
土
を
守
る
た
め
行
動
す
る
議
員
連
盟

（
会
長　

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員
）
』

の
国
会
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
、
領
土
教
育
の
重
要
性
や
竹
島
を

活
用
し
た
地
域
振
興
策
な
ど
、
竹
島
問

題
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
史
料
は
、
「
竹
島
組
合　

契
約

書
」
と
記
さ
れ
た
封
筒
に
入
っ
て
お

り
、
封
筒
に
は
「
計
算
書
」
の
ほ
か
に

「
契
約
書
」
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。
契

約
は
昭
和
14
年
5
月
16
日
の
も
の
で
、

竹
島
漁
業
に
対
し
、
ア
シ
カ
漁
業
権
を
所

持
し
て
い
た
久
見
の
八
幡
長
四
郎
、
池
田

幸
市
、
橋
岡
忠
重
に
、
旧
西
郷
町
西
町
の

奥
村
亀
右
衛
門
と
齋
藤
昭
一
氏
の
祖
父
、

齋
藤
冨
太
郎
を
加
え
た
5
名
で
事
業
を
経

営
す
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
竹
島
に
関
す
る
様
々
な
資

料
（
古
文
書
や
日
誌
、
地
図
、
絵
図
な

ど
）
・
証
言
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
何
か
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場

竹
島
対
策
室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
、
会
長
で
あ
る
池
田
町
長
が
、

外
務
省
・
文
部
科
学
省
な
ど
の
関
係
政

府
機
関
や
、
県
選
出
国
会
議
員
を
含
め

た
関
係
国
会
議
員
の
も
と
を
訪
れ
、
竹

島
の
領
有
権
及
び
周
辺
海
域
に
お
け
る

漁
業
秩
序
の
早
期
確
立
に
つ
い
て
要
望

書
を
手
交
し
、
訴
え
て
き
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
に
、
こ
の
春
就
職
を
予
定
し

て
い
る
高
校
３
年
生
を
対
象
に
し
た
、
就

職
内
定
者
合
同
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

的
な
能
力
の
習
得
と
円
滑
な
職
場
へ
の
定

着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

研
修
に
は
、
40
名
の
生
徒
が
参
加
し
、

基
本
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
ネ
ッ
ト
活
用

マ
ナ
ー
を
学

ん
だ
後
、
町

内
で
働
く
先

輩
社
会
人
か

ら
体
験
談
を

聞
き
、
就
職

に
向
け
て
の

決
意
を
新
た

に
し
て
い
ま

し
た
。

就
職
内
定
者
合
同
研
修
を
開
催
し

ま
し
た

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
定
住
対
策
課
商
工
労
働
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
2-

8
5
7
0
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広報「隠岐の島」に広告を掲載しませんか。
●配布世帯数約6,600世帯！
●掲載期間・掲載枠数に応じて各種割引あり
●詳しくは、隠岐の島町役場総務課広報広聴係
　までお問い合わせください。

電　話　2-8572
メール　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

広告募集中!広告募集中!

お
く
や
み

安
部  
幸
夫

後
藤  
ク
ニ
コ

井
﨑  

信
行

日
野  

茂

東
郷

中
村

栄
町

栄
町

69
歳

88
歳

88
歳

72
歳

（
氏 

名
）

（
地
区
）
（
年
齢
）

※

2
月
28
日
ま
で
の
受
付
分
（
敬
称
略
）

上
野  

結
愛

森　

  

葵
耶

高
井  

恵
斗　

小
村  

唯
葵

柴　

  

彩
乃

岩
水  

煌

忌
部  

依
織

坂
田  

結
衣

古
岡  

樹

坂
田  

煌
太

岬
町

平原
田

港
町

原
田

西
田

郡中
町

東
郷

南
方

上
野  

貴
幸

森　

  

英
樹

高
井  

充

小
村  

奨

柴　

  

功
一

岩
水  

良
祐

忌
部  

正
哉

坂
田  

勝
己

古
岡  

大
輝

坂
田  

直
文

（
氏 

名
）
（
地
区
）（
保
護
者
）

ご
誕
生ゆ

あ

あ
お
や

け
い
と

ゆ
い
き

あ
や
の

こ
うい

お
り

ゆ

い

い
つ
き

こ
う
た

戸
籍
コ
ー
ナ
ー

小さな怪獣★ パワフルに
すくすく育ってね★

古島 琉之介くん（栄町）
りゅうのすけ ゆうり

古島 優璃ちゃん（栄町）
我が家のアイドル♡ 
笑顔で元気に育ってね♡

さくたろう

冨松 朔太郎くん（栄町）
キューレンジャー大好き
朔ちゃん。おめでとう。

3月30日
（金）締切「広報隠岐の島」に、お子さんの写真を掲載しませんか？

対象者　　町内在住で５月生まれ満１～３歳のお子さん（きょうだいでの応募可）
応募方法　以下の項目を明記し、お子さんの写真を添えて、電子メール・郵送・直接のいずれかで

ご投稿ください。
①お子さんの氏名（ふりがな） ②年齢　③性別　④住所　⑤保護者氏名
⑥電話番号　⑦メッセージ（20字以内）
スマートフォン・パソコンからもお手軽に応募できます。詳しくは隠岐の島町ホームページをご覧
ください。
■お問い合わせ先
　役場総務課広報広聴係 電話２-８５７２　　　　　jouhou@town.okinoshima.shimane.jp

5月生まれの満１～3歳お子さん募集しています！

隠岐の島町
ホームページ
QRコード

3
歳

1
歳

2
歳

4 月  生まれの
　  　おともだち



広
報
隠
岐
の
島
4
月
号
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通
算
第
1
6
2
号
）■
編
集
／
発
行
  隠
岐
の
島
町
役
場
総
務
課
広
報
広
聴
係
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島
根
県
隠
岐
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隠
岐
の
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町
城
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）FA
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8
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表
紙
題
字
　
脇
田
泰
造
氏（
下
西
）

隠
岐
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島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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 ： http://w

w
w
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a.shim
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代
表
メ
ー
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ア
ド
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岐
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編
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岐
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役
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総
務
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広
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広
聴
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6
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1
番
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0
8
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1
1
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代
表
）FA
X（
0
8
5
1
2
）2
-6
0
0
5
　
表
紙
題
字
　
脇
田
泰
造
氏（
下
西
）

隠
岐
の
島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ： http://w

w
w
.tow

n.okinosim
a.shim

ane.ｊｐ
/

代
表
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
： jouhou@

tow
n.okinoshim
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人口と世帯数
平成30年3月1日現在

人口 14,472（-14）人
7,031（-7）人
7,441（-7）人

7,159（-12）

男
女

世帯数 世
帯

内15歳未満1,660人〔11.5％〕
内65歳以上5,673人〔39.2％〕

増 転入20人出生10人その他0人
減 転出25人死亡19人その他0人
※括弧内は前月比

▼
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
今
日
こ
の
頃
。
今
年
は
例
年
に
な
く
、

大
雪
や
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
、
な
お

の
こ
と
一
日
も
早
く
暖
か
く
な
る
の
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
▼
さ
て
、
こ
の
春

わ
が
家
で
は
、
子
ど
も
の
卒
園
と
入
学
を

迎
え
ま
す
。
４
月
か
ら
の
新
生
活
に
向
け

て
、
わ
が
子
同
様
、
親
も
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
回
は
、
卒
業
に
関
連

し
て
、
紙
面
の
都
合
上
、
今
号
の
本
編
に

掲
載
で
き
な
か
っ
た
話
題
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
▼
最
近
で
は
、
水
産
高
校
だ
け
で
な

く
隠
岐
高
校
に
も
県
外
か
ら
の
生
徒
が
来

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

一
人
、
吉
田
龍
史
君
に
、
卒
業
で
島
と
別

れ
る
に
あ
た
り
、
隠
岐
で
の
思
い
出
を
伺

い
ま
し
た
。
▼
海
が
あ
る
と
こ
ろ
に
行
き

い
と
奈
良
県
か
ら
隠
岐
に
来
た
吉
田
君

は
、
大
好
き
な
釣
り
を
通
し
て
、
地
元
の

人
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。
「
隠
岐
で
は
、

老
若
男
女
い
ろ
ん
な
人
が
親
切
に
し
て
く

れ
た
。
い
い
３
年
間
だ
っ
た
。
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
島
の
人
情
に
触
れ
、
吉

田
君
を
は
じ
め
、
旅
立
っ
て
行
く
若
者
た

ち
の
未
来
が
希
望
あ
ふ
れ
る
も
の
に
な
る

よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
（
Ｔ
・
Ｋ
）

隠岐の島町行事予定　　月4

年金相談　9:00～11:30（役場第一会議室）
人権相談　13:00～16:00（隠岐島文化会館）

隠岐国分寺蓮華会舞〈国指定重要無形民俗文化財〉　
13:00頃～（隠岐国分寺境内）

1 日 日

2 日 月

3 日 火

4 日 水

5 日 木

6 日 金

7 日 土

9 日 月

8 日 日

12 日 木

13 日 金

14 日 土

15 日 日

16 日 月

17 日 火

19 日 木

20 日 金

21 日 土

22 日 日

23 日 月

24 日 火

25 日 水

26 日 木

27 日 金

28 日 土

29 日 日

30 日 月  振替休日

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）10 日 火

11 日 水 年金相談　13:00～16:00（役場第一会議室）

第35回隠岐の島町ゲートポール大会　9：00～
（隠岐の島町総合運動公園）

18 水日

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

食育の日

布施の山祭り<県指定無形民俗文化財>9:30～　（大山神社）
ローソク島遊覧船・八尾川かっぱ遊覧船運航開始（10月31日まで）

第26回隠岐いぐり凧祭り〈町指定無形民俗文化財〉　
10:00～（隠岐の島町総合運動公園）
武良さくら祭り　11:00～（中村農村公園）

昭和の日
第72回全隠岐陸上競技選手権大会　競技開始8:10～
（隠岐高校陸上競技場）

第72回全隠岐陸上競技選手権大会

布施の山祭り  県指定無形民俗文化財

と　き／ 4月29日（日）
　　　　 午前8時10分～
ところ／ 隠岐高校陸上競技場

と　き／ 4月1日（日） 午前9時30分～
ところ／ 大山神社（布施）

■ お問い合わせ先： 隠岐の島町教育委員会　電話２-２１２６

隠岐自然館年間パスポート発行開始

大人 1,000円
小・中学生  500円

■ お問い合わせ先： 隠岐自然館　電話２-１５８３

■ お問い合わせ先： 隠岐の島町教育委員会　電話２-２１２６

４月１日から隠岐自然館でお求めいただけます。


